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今
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
肌

寒
い
日
が
続
い
た
も
の
の
ま
ず
ま

ず
の
天
候
で
桜
の
開
花
が
早
か
っ

た
の
も
手
伝
っ
て
か
初
日
の
2
9日

は
過
去
最
高
の
八
万
五
千
人

（
ま

つ
り
事
務
局
）
の
人
出
を
記
録
、
 

7
日
間
で
四
十
六
万
五
千
人
の
花

見
客
で
賑
わ
っ
た
。
 

西
北
五
地
方
最
大
の
桜
の
名
所

芦
野
公
園
の
 
「金
木
さ
く
ら
ま
つ

り
」
 
は4
月
2
9日
に
満
開
の
桜
の

も
と
、
公
園
内
の
登
仙
岬
入
口
で
 

開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
田
中
町
長

が
「
ま
つ
り
を
一
層
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
来
賓

の
成
田
一
憲
県
議
、
近
隣
町
村
長

今
誠
康
ま
つ
り
実
行
委
員
長
ら
と

共
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
し
た
。
 

園
内
の
二
千
百
本
の
桜
、
五
十

本
の
梅
、
千
四
百
本
の
松
が
見
事

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
醸
し
出
し
、
訪

れ
た
家
族
連
れ
や
車
座
に
な
っ
て

酒
宴
を
楽
し
む
団
体
な
ど
を
盛
り

上
げ
た
。
 

一
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に46万5千人 

観光客で賑わう 

登仙岬でテープカッ ト 

日
八
万
五
千
人
 

過
去
最
高
を
記
録
 

初 

」
雄
一
舞
山難
葬
誹

い
 
津
軽三
味
線
大
会
 
噴
婆
ゆ
まっ
ル
協
噴
十

、
 

灘
「鷲
麟
嚢
：

ー
数
加
荒

次
赤H
ツ
入
賞
 

カ
ッ
プ
ル
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
 

今
年
で
第
4
回
を
迎
え
た
「
津
 

優
勝
 
c
I
T
Y

H
 

軽
三
味
線
全
日
本
競
技
大
会
」
 
が
 ＠
秋
谷
杯
争
奪
兼
西
北
五
庭
球
大
 

一
津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
金
木
町
 

会
 

先
達
の
や
す
ら
ぎ
を
祈
っ
て
”
と
 
男

子
準
優
勝
 
金
木
南
中
学
校
 

題
し
、
4
日
公
園
内
演
芸
場
で
開
 
＠
あ
し
の
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

中
催
さ
れ

た
。
 

ロ
小
学
校
男
子
一
〇
〇
M
 

只
 

大
会
に
は
、
県
内
を
は
じ
め
遠
 

優
 
勝
 
長
尾
 

潤
 

い
く
は
九
州
熊
本
な
ど
か
ら
卿
人
が
 

ロ
小
学
校
男
子
二
〇
〇
M
 

真
 
ー
フ

J
子

ノ
フ
，く
ブ
‘
1

ノ
プ
 
ー

ノ
己
市
Eニ
二
 
く
く
1
 

会
参

加
し
、
見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
を
 

優
 
勝
 
佐
藤
 
暢
郎
 

宴

披
露
し
た
o
 

ロ
小
学
校
男
子
千
五
〇
〇
M
 

会
場
に
詰
め
掛
け
た
二
千
人
の
 

優
 
勝
 
菅
原
 
浩

観
客
は
桜
吹
雪
が
舞
う
中
、
力
強
 

口
小
学
校
男
子
四
〇
〇
M
R
 

い
三
味
線
の
音
色
に
聞
き
惚
れ
た
。
 
優
 
勝
 
金
木
小
学
校

本
大
会
最
高
栄
誉
の
仁
太
坊
賞
 

口
小
学
校
男
子
走
幅
跳

に
は
岐
阜
県

の
牛
丸
哲
郎
さ
ん
 
優
 
勝
 
白

川
 
裕
晃
 

(
2
7歳
）
が
選
ば
れ
た
。
 

⑥
県
下
銃
剣
道
大
会
 

‘
「I
よ
 

，
 
と
一
 

ル
 
準
優
勝
 
田
中
 
孝
章
 

会
口
小
学
校
五
年
生
の
部
（
形
）
 

破
 
準
優
勝
 
田
中
 
憲
央

大
 
．γ
E
月
 
E
r
 

」右
〈Iノ
 

木
⑥
西
北
五
小
中
学
校
相
撲
大
会
 

栓
 
第
三
位
 
金
木
小
学
校
 

味
 
第
三
位
 
嘉
瀬
小
学
校
 

昨
＠
西
北
五
中
学
校
選
抜
野
球
大
会
 

津
 
優
 
勝
 
金
木
中
学
校
 

一
 

"’  『「  ‘；一 

出店の前は人人人 

、
ー
‘一
‘
き

ロ
銃
剣
形
の
部
 

『
 J

．
吐
 
優
 
勝
 
田
中
 憲
央
 

《
 ザ
ロ
小
学
校

一
年
生
の
部

（
形
）
 



七
百
五
十
八
人
が
勇
姿
披
露
 

副
団
長
 
工
藤
 

義
光
 

▼
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
表
彰
旗
 

金
木
町
消
防
団
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

さくらまつり 

町内外の 

緊張した面持ちの分列行進 

かわいい幼年消防クラブの遊戯 

み
 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

（
其田
輝
夫
会
長
）
主
催
の
定
期

連
合
観
閲
式
が
3
日
芦
野
グ
ラ
ン

ド
で
金
木

・
中
里
・
市
浦
・
小
泊

の
二
町
二
村
か
ら
2
3分
団
蹴
名
の

消
防
団
員
、
3
0台
の
ポ
ン
プ
車
が

参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。
 

式
典
で
は
ま
ず
殉
職
消
防
職
員
 

・

団
員
に
対
し
黙
薄
を
さ
さ
げ
、
 

藤
枝
た
め
池
に
2
1台
の
ポ
ン
プ
車

で

一
斉
に
放
水
演
習
が
行
な
わ
れ

見
事
な
水
の
ア
ー
チ
が
作
り
出
さ

れ
た
。
そ
の
後
さ
く
ら
ま
つ
り
で

賑
わ
う
芦
野
グ
ラ
ン
ド
で
人
員
・

姿
勢

・
服
装
・
機
械
器
具
点
検
を
 
 行

な
っ
た
。
 

分
団
長
 
平

川
 
光
平

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
緊
張
感
の
中
 
中
村
 

健
男

金
木
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
 

部
 
長
 
前
田
 

勲

に
よ
る
遊
戯
、
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
 
班
 
長
 
土

岐
 
俊
ー
 

ラ
ブ
に
よ
る
消
火
訓
練
も
披
露
さ
 
三
上
 

清
久

れ
、
観
閲
者
や
集
ま
っ
た
観
客
か
 
▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

ら
大
き
な
声
援
を
受
け
て
い
た
。
 
▽
功
績
章
 

こ
の
後
分
列
行
進
が
行
な
わ
れ
、
 
副
団
長
 
工
藤
 

義
光
 

2
3分
団
観
名
の
団
員
は
一
糸
乱
れ
 
▽
精
績
章
 

ぬ
足
並
み
で
威
風
堂
々
と
行
進
し
 
部
 
長
 

虜
瀬
 
正
光

田
中
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け
た
。
 

▽
勤
続
章
 

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
 

副
分
団
長
 
白
川
 
忠
雄
 

（
金
木町
関
係
分
）
 
分
団

長
 
三
上
 

保

▼
消
防
庁
長
官
表
彰
 
▼
青
森
県
消

防
協
会
長
表
彰

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 
▽
優

良
消
防
分
団
 

第
5
分
団
 

▽
優
良
消
防
分
団

（
現
場功
労
）
 

第
4
分
団
 

▽
功
労
章
 

分
団
長
 
三
上
 

保
 

▽
現
場
功
労
章
 

班
 
長
 
今
 
清
作
 

団
 
員
 
松

川
千
代
明
 

浜
田
 
和
人
 

角
田

原
田
 

エ
藤
 
光
明
 

▽
一
一
十
五年
勤
続
章
 

分
団
長
 
平

川
 
光
平
 

中
村
 
健
男

部
 
長
 
斉
藤
 

勇

班
 
長
 
土

岐
 
俊
一
 

三
上
 
清
久
 

▽
二
十
年
勤
続
章
 

副
分
団
長
 
白
川
 
専
市

▽
十
五
年
勤
続
章
 

班
 
長
 
長
尾
 
精

一1
1
 

団
 
員
 
泉
谷
 

佳
司

歌
 

今
 
清
治

と
▽
十

年
勤
続
章
 

一」
 
副
分
団
長
 
中
川
 
満
男
 

団
 
員
 
鎌
田
 

善
光
 

伊
藤
 
友
章
 

小
野
 
拓
男
 

浅
利
 
清
美
 

土
岐
 
安
政
 

▼
青
森
県
消
防
協
会
北
五
支
部
長
 

表
彰
 

部
 
長
 
浅

利
 
光
安
 

白
川
 
幹
雄
 

班
 
長
 
沢

田
 
誠

一
 

外
崎
 
好
信
 

松
川
 
兼
治
 

▼
西
北
五
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
 

表
彰
 

部
 
長
 
藤

田
 
勉
 

加
藤
 

勇
 

▼
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

長
表
彰
 

班
 
長
 
泉
谷
 
久

友
 

団
 
員
 

白
川
源
三
郎

鳴
海
 
恭
治
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整備されたふれあい広場 

編
 

五「五一 
子どもたちに人気の噴水 

、
 

大東ケ丘コミュニティ消防センター 

待望のコミュニティ 
消防センターが完成 
消防ポンプなど防災施設がなかった

大東ケ丘地区と屯所が老朽化した中柏

木地区に待望のコミュニティ消防セン

ターが完成した。 

どちらも地域住民の待望の施設とあ

って修抜式には関係者をはじめ多数の

住民が集まった。 

、き’ 

中柏木コミュニティ消防センター 

変
わ
り
ゆく
芦
野
公
園
 

町
で
は
、

芦
野
公
園
の
豊
か
な
  

に
一
部
施
設
整
備
さ
れ
た
 
「ふ
れ

自
然
を
活
か
し
 
「自
然
と
ふ
れ
あ
  

あ
い
広
場
」
を
含
め
平
成
6
年
度

え
る
公
園
」
を
テ
ー
マ
に
、

町
民
 
で
完
成
す
る
。
 

の
憩
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
 
計

画
と
し
て
は
次
の
四
つ
の
ゾ
 

こ
と
、
津
軽
半
島
を
カ
バ
ー
す
る
 
ー
ン
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
地

観
光
の
拠
点
と
し
て
、

多
く
の
観
  

条
件
を
最
大
限
に
活
か
し
整
備
を

光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
芦
 
進

め
て
い
る
。
 

野
公
園
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
 

 

①
桜
の
名
所
助
選
記
念
ふ
れ
あ
い

こ
の
整
備
計
画
は
、

平
成
2
年
  

広
場
整
備
計
画
 

度
か
ら
 
「地
域
づ
く
り
推
進
事
業
  

芦
野
公
園
の
顔
で
あ
る
駅
前
か

と
、

平
成
3
年
度
か
ら
の
県
営
の
 
ら
薬
師
た
め
池
ま
で
の
約
4
』
に

「水
環
境
整
備
事
業
」
と
を
並
行
  

は
桜
を
中
心
と
し
た
花
や
木
を
配

し
て
進
め
て
い
る
も
の
で
、
す
で
  

置
し
、
季
節
の
花
々
が
常
時
咲
く
 

憩
い
の
場
を
、
金
中
跡
地
約
0
・
 
津
軽
半
島
を
ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
観
 

9
』
に
は
駐
車
場
を
主
体
と
し
つ
 
光
客
の
た
め
に
川
倉
中
島
地
区
約

つ
、
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
多
目
 

3
』
に
炊
事
場
や
ト
イ
レ
な
ど
を

的
広
場
を
整
備
す
る
。
 

設
置
し
、
さ
ら
に
は
小

・
中
学
生

②
動
物
広
場
整
備
計
画
 
の
団
体
が

キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
す

現
児
童
動
物
園
が
手
狭
に
な
っ
 
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
展
望
、
湖

た
こ
と
や
じ
か
に
動
物
と
ふ
れ
あ
 
畔
散
策
な
ど
野
外
活
動
も
実
践
で

っ
て
も
ら
お
う
と
桜
松
橋
対
岸
約
 
き
る
、
広
場
型
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
 

5
』
に
は
ヤ
ギ

・
ポ
ニ
ー
・
ウ
サ
 
場
を
整
備
す
る
。
 

ギ
な
ど
、
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
と
ま
 
④
湖
畔
広
場
整
備
計
画
 

で
は
行
か
な
い
が
自
然
観
察
な
ど
 

芦
野
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
な

子
ど
も
達
と
動
物
が
ふ
れ
あ
え
る
 
ら
必
ず
立
ち
寄
る
と
い
う
太
宰
文

動
物
広
場
を
配
置
し
、
裏
側
か
ら
 
学
碑
周
辺
を
中
心
に
休
憩
所
や
ボ

車
で
も
行
け
る
よ
う
に
道
路
と
駐
 
ー
ト
遊
び
な
ど
遊
水
の
場
と
し
て

車
場
も
合
わ
せ
て
整
備
す
る
。
 

緑
と
水
の
景
観
美
を
演
出
す
る
環
 

③
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
計
画
 

境
を
整
備
す
る
。
 

自
転
車
、
バ
イ
ク
、
卓
な
ど
で
 

こ
の
四
つ
の
整
備
計
画
は
、
平

成
2
年
度
か
ら
平
成
6
年
度
ま
で

の
5
年
間
で
町
の
事
業
、
県
の
事

業
合
わ
せ
て
約
十
億
円
の
事
業
費

が
投
資
さ
れ
完
成
す
る
。
 

こ
の
事
業
に
よ
り
幅
広
い
多
く

辺
 
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
今
ま
で
以
上
の

凋

大
勢
の
観
光
客
で
四
季
を
通
じ
て
 

掛
賑
か
U

郵

剖

津
軽
判島
の
 

花

最
大
の
「
公
園
」
と
し
て
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
 

平
成
7
年
の
春
に
は
今
ま
で
と

は

一
味
違
っ
た
趣
が
味
わ
え
る
こ

と
に
な
る
。
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一 もっとないかなあ（川倉小） 

子
ど
も
に
夢
を
 

コ
つ
そ
ん
こ
・
ほ
んこ
隊
」
 

金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
議
会
 

（
会長
廿
瓜
田
正
義
）
が
芦
野
公

園
を
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ
ん

が
気
持
ち
良
く
お
花
見
を
楽
し
め

る
よ
う
に
と
公
園
内
と
、
奏
の
河

原
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
。
 

ゴ
ミ
拾
い
を
予
定
し
て
い
た
2
5
 

日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
で
金
木
小

学
校
6
年
生
の
8
0人
が
公
園
内
を

清
掃
。
2
7日
に
は
金
木
中
学
校
の
 

m
人
が
公
園
内
を
、
2
8日
に
は
川

倉
小
学
校
8
8人
が
奏
の
河
原
周
辺

を
空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど
で
ゴ
ミ
 

袋
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
た
。
 

ま
た
、
金
木
町
日

赤
奉
仕
団
 

（
会長
廿
今
キ
ネ
）
4
3名
は
国
道

翻
号
線
沿
い
を
、
金
木
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

（
会
長廿
木
村
不
一
一

男
）
翻
名
は
金
木
町
全
域
各
町
内

の
ゴ
ミ
を
そ
れ
ぞ
れ
拾
い
集
め
た
。
 

こ
の
清
掃
活
動
に
よ
り
、
町
全

体
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な

っ
た
が
、
ゴ
ミ
に
対
す
る
認
識
を

高
め
、
い
つ
の
日
か
ゴ
ミ
拾
い
を

し
な
く
て
も
き
れ
い
な
町
で
あ
る

よ
う
に
と
願
っ
て
や
ま
な
い
。
 

お
や
こ
劇
場
「
う
そ
ん
こ
ほ
ん

こ
隊
」
 
が4
月
2
4日
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
m
人
の
子
ど
も
達
や

お
母
さ
ん
で
賑
わ
っ
た
。
 

親
子
劇
場
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

生
の
舞
台
鑑
賞
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

人
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
大

き
な
夢
と
や
さ
し
い
心
、
勇
気
と

創
造
性
を
育
て
た
い
と
昭
和
4
1年

福
岡
で
発
足
し
、
5
年
前
に
五
所

川
原
で
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
 

今
回
、
金
木
で
も
親
子
劇
場
の

公
演
を
し
て
も
ら
お
う
と
松
橋
典

子
さ
ん
ら
が
中
心
に
働
き
か
け
実

現
し
た
。
 

今
の
子
ど
も
達
の
遊
び
に
は
縁

遠
い
よ
う
な
缶
ケ
リ
や
か
く
れ
ん

ぼ
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
交

え
子
ど
も
達
の
遊
び
心
を
く
す
ぐ

っ
た
。
特
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達

が
参
加
し
て
の
山
あ
り
谷
あ
り
細

い
道
あ
り
な
ど
を
想
定
し
て
の
に
玉

を
探
す
大
冒
険
”
は
、
ひ
と
き
わ

人
気
を
集
め
て
い
た
。
 

「最
初
は
不
安
で
し
た
が
集
ま

っ
た
子
ど
も
達
の
反
響
や
来
年
も
 
 ま

た
見
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年

も
ぜ
ひ
子
ど
も
達
に
見
せ
て
あ
げ

た
い
己
と
松
橋
さ
ん
。
 

ま
た
、
参
加
し
た
お
母
さ
ん
達

は
 
「初
め
て
見
る
劇
で
子
ど
も
の

頃
に
返
っ
た
み
た
い
で
す
。
私
た

ち
が
忘
れ
て
い
た
も
の
を
見
た
気

が
し
ま
す
い
と
感
想
を
述
べ
て
い

た
。
 

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
の

た
め
に
も
続
け
て
行
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。
 

大
き
な
声
で
手
を
あ
げ
 

子
ど
も
達
も
劇
に
参
加
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き
れ
い
存
町
づ
く
り
 



嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
に
 

イ
ン
タ
ビ
ユ

ー
 

郷
土
の
歴
史
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
町

の
文
化

の
遺
産
を

後
世
に

引
き
継
ご

う
ー
。
 

と
、
昭
和

5
6年
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を

探
る
会
（
会

長
ー
木
村
治

利
）
で

発
刊
し
た
小
冊
子
 

「
ふ
る
さ
と

の
か
た
り
べ
」
が

こ
の
ほ
ど

第

9
集
を
発

行
し
た
。

ふ
る
さ
と

を
探
る
会

は
今
年
で

1
5年
目
を
迎
え
、

苦
労
話
な
ど
を
交
え
会
長
に

イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
を
試
み
た
。
 

木
村
 
昭
和
5
2年
4
月
2
8日
だ
の
。
 

ー
き
っ
か
け
は
？
 

木
村
 
昭
和
5
2年
2
月
に
嘉
瀬
小

学
校
百
周
年
記
念
誌
を
出
す
こ
と

に
な
っ
て
、
そ
の
中
に
嘉
瀬
が
生

れ
た
動
機
と
か
載
せ
デ
残
し
て
い

グ
必
要
が
あ
る
ド
思
っ
て
、
そ
れ

を
さ
ぐ
っ
て
イ
グ
ウ
ヂ
に
嘉
瀬
に

は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
も
っ
と
も
っ

と
探
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
記
念
誌
の
編
集
メ
ン

バ
ー
が
村
の
人
ダ
ヂ
に
呼
び
掛
け

て
昭
和
5
2年
4
月
に
結
成
し
た
の

サ
。
 

ー
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？
 

木
村
 
現
メ
ン
バ
ー
は
嘉
瀬
の
人

た
ち
だ
け
、
1
5人
。
 

ー
嘉
瀬
に
限
定
し
て
い
る
の
で
す

か
？
 

木
村
 
限
定
し
て
る
訳
で
は
な
い

ん
だ
け
ど
。
こ
れ
か
ら
は
金
木
の

人
で
も
喜
良
市
の
人
で
も
入
れ
て

い
き
た
い
。
そ
う
し
な
い
と
、
範

囲
が
広
く
な
い
と
、
嘉
瀬
ダ
ラ
嘉

瀬
で
固
定
し
て
し
ま
う
と
伸
び
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
 

ー
 
「か
た
り
べ
」
 
の
第1
集
は
い

つ
発
行
し
た
の
で
す
か
。
 

木
村
 
昭
和
5
6年
6
月
1
日
に
発

行
し
た
。
年
に
一
回
発
行
す
る
予

定
だ
っ
た
け
ど
資
金
難
と
か
で
今

は
書
く
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い

る
。
こ
れ
で
も
結
構
カ
ガ
ル
ん
だ

ね
。
 

ー
そ
う
で
し
ょ
う
ネ
。
 

第
9
集
で
苦
労
し
た
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
か
。
 

木
村
 
原
稿
が
な
か
な
か
集
ま
ら

な
ガ
ッ
タ
。
嘉
瀬
の
こ
と
ダ
ゲ
ダ

ハ
ン
デ
書
く
こ
と
が
だ
ん
だ
詰
ま

っ
て
く
る
ダ
ネ
ナ
。
 

津
軽
弁
書
い
ダ
ン
ダ
け
ど
、
色

ん
な
人
に
聞
い
デ
も
忘
れ
デ
し
ま

っ
て
る
も
ん
ナ
。
 一
旦
忘
れ
デ
し

ま
っ
た
言
葉
っ
て
ナ
ガ
ナ
ガ
思
い

出
さ
ネ
ン
ダ
ネ
ナ
。
残
し
た
い
と

思
っ
て
書
い
ダ
ン
ダ
ケ
ド
、
ナ
ガ

ナ
ガ
ワ
ガ
ー
フ
なく
て
苦
労
し
た
ネ

ナ
。
 

ー
「
か
た
り
べ
」
 
の
内容
は
会
員
 
 が

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
る
の
で
す
か
。
 

木
村
 
会
そ
の
も
の
で
テ
ー
マ
を

決
め
る
け
ど
、
そ
れ
意
外
に
自
分

で
好
き
な
こ
と
を
書
い
て
も
ら
っ

て
い
る
。
あ
ま
り
固
定
す
れ
ば
見

る
人
が
お
も
し
ろ
く
な
い
ん
で
バ

ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
む
よ
う
に
し
て

る
ん
で
す
。
 

ー
第
9
集
の
中
で
町
の
地
名
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
 

木
村
 
金
木
町
の
地
名
は
今
ま
で

私
た
ち
が
考
え
て
い
る
の
と
実
際

と
は
違
う
よ
う
な
感
じ
が
す
る
し
、
 

ど
う
し
て
そ
の
地
名
が
生
ま
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
み
た

か
っ
た
。
第
9
集
に
書
い
た
の
が

正
し
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

け
ど
。
い
ろ
ん
な
文
献
を
調
べ
て

も
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
。
 

ー
例
え
ば
？
 

木
村
 
例
え
ば
、
柏
木
と
い
う
地

名
が
あ
る
が
、
柏
の
木
か
ら
来
て

る
ん
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が

そ
う
で
な
い
。
か
し
わ
と
は
堅
い

木
だ
。
木
と
い
う
の
は
城
、
棚
を

表
し
て
い
る
ん
だ
。
堅
い
木
で
造

っ
た
城
、
棚
が
あ
っ
た
か
ら
「
雪
 

ぎ
 

と
リ
で
 

わ
棚
」
 
（
堅
い守
り
の
柵
）
で
は

な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
 

ー
地
名
は
い
つ
ご
ろ
つ
け
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
か
。
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ー
こ
ん
に
ち
は
。
役
場
の
広
報
担

当
で
す
。
か
た
り
べ
第
9
集
の
取

材
に
来
ま
し
た
。
 

木
村
 
そ
れ
は
、
そ
れ
は
、
ご
苦

労
さ
ん
で
す
。
ウ
ッ
テ
宣
伝
し
て

ケ
ヘ
ジ
ャ
。
 

ー
そ
れ
で
は
さ
っ
そ
く
お
願
い
し

ま
す
。
ま
ず
、
第
9
集
発
行
を
終
 

え
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。
 

木
村
 
今
ま
で
嘉
瀬
中
心
に
書
い

て
き
た
け
ど
も
、
金
木
全
体
の
立

場
で
書
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
 

第
9
集
は
金
木
全
般
に
渡
る
よ
う

に
書
き
ま
し
た
。
 

ー
ふ
る
さ
と
会
を
結
成
し
た
の
は

い
つ
頃
で
す
か
。
 

(
 

(
 


